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素は，さらに DEAEセルロースクロ7 トグラフ ィ ，グリセロ ル濃度勾配遠心，次いでリン重量セル
ロースクロマトグラフ ィーにより均ーな段階にまで精製された。 GAレプリカーゼは分子量の異なる
4つのサプユニ y トから成っており，これらはそれぞれ，リボソームタンパクSI(サプユニッ ト1)，
タンパク合成伸長因子EFー Tu(サプユニ yト皿)， EFー Ts(サプユニァト町)そしてGA7ァージ
に持異的なタンパク(サプユニ y トs)であることが示された。
この酵素による RNA合成反応1;:，鋳型RNAの存在に完全な依存性を示すが，鋳型となる RNAに対




































限られ， Qβ の属する第皿グループや第百グループのRNAなどは複製しないという Qβ の系とは正反
-47-
対だが，顕著な鋳型RNA選択性を示す。
2) GAレプリカーゼはQβ レプリカーゼ同様 4つのサプユニットからなり，その内の1つがファー
ジ由来の特異的なものである o GAレプリカゼはGA-HFが存在しなくても， GARNAに相補的な
RNAの合成を行なえる O
3) GA-HFはQβ のHFI(1成分)と異なり 2成分から成る因子である O
以上のように試験管内におけるGA-RNA複製系が完全に確立されたことは今後のファージRNA複
製研究にとって非常に画期的な研究対象が提出されたことを意味するもので，理学博士の学位論文と
して十分価値あるものと認める O
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